
2021,7,31    自然。歴史探訪  玄蕃尾城と柳瀬山・沓掛峠トレッキング記録 

 豊富な自然林の緑陰ウォークを楽しみました。この辺りは、信長の金ヶ埼の退き口の舞台になった所であり、賤

ヶ岳の戦いの舞台になったところです。古道：刀根越えや玄蕃尾城の遺構など歴史ロマンを楽しみました。自然観

察では、ツチアケビに出合い感動、「何年ぶりでしょうね・・」などワイワイガヤガヤと談笑。また、ナツエビネの

株があちこちにあり、蕾があがっていてうれしかったです。「花が咲いていたら良かったね」「こんなに多くの株が

あるなんて、新しい発見ね」・・など盛り上がりました。今日も自然に感謝。出会いに感謝の一日でした。（３ページ） 

◆歴史⓵久々坂峠（くくさかとうげ）・刀根越え 

 

 

 



 

◆歴史②玄蕃尾城 

玄蕃尾城は、織田信長の家臣で後に、賤ヶ岳の合戦（天正１１年（１５８３年））で豊臣秀吉に敗れた柴田勝家（の

本陣）が築いた城。柳瀬山の北西、滋賀県と福井県の県境にそびえる柳瀬山（４３９ｍ）山頂にある。石垣などは

なく、空堀を巡らし、土塁が築かれている。南北３００ｍ、東西１５０ｍに及ぶ広大な天然の要塞を利用して造ら

れた砦。柳瀬山は、余呉町では中尾山と言い、かって北中尾、内中尾、南中尾の三峰に分かれていましたが、南中

尾山は、明治天王の行幸の際に切り崩され。低くなっている。平成１１年（1999）７月１３日に「玄蕃尾城（内中

尾山城）跡」として国の史跡に選定。また、２０１７年（平成２９年）４月６日「続日本１００名城」に選定され

ている。 

◆トレッキングの様子 

      

     

◆自然観察 

       

ゲンノショウコ   オトギリソウ       ノイチゴ        ヤブカンゾウ    キンミズヒキ   



    

ヒメヒオウギズイセン      ナツエビネ         ツチアケビ 


